
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ルーデリン・アシャタナフ

エルフ

操霊術師

4

-678

暗視、剣の加護/優しき水

女 18

知り合いに生き返った人がいる
田舎で育った
父親が旅に出ている

9

4

13

6 15 2

7 16 2

4 8 1

3 7 1

8 2 23 3

10 1 24 4

コンジャラー

プリースト/ニールダ

セージ

4

2

1

魔法拡大/数

魔法拡大/時間

魔法拡大/距離

226

227

226

エルフ語

交易共通語

汎用蛮族語

魔法文明語

○ ○

○ ○

○

○ ○

0 0

0

0

0

0

クロースアーマー 1

0

2

2

クォータースタッフ 2H 4 1 1 12 0 14

魔法の発動体

保存食(１週間分)

ぬいぐるみ(L)

魔香草x2

ベルトポーチ

魔化された樫の枝

聖印
ロングマント

2782

3 16 48 0 2 19

4 0 5 8 42

操霊魔法

神聖魔法

4

2

7

5

髪飾り(宝石)

祈りのアミュレット 回復点が1プラスされるアミュレット

山中にある田舎で育った。
倫理観が薄い。知的好奇心を刺激されると飽くことなく追いかけていく。ぽやんとしており、何を考えているか分からない顔をしているが感
情表現をしないわけじゃない。思考を整頓するのにぬいぐるみと話しているけどちゃんと対話も可能。
蛮族もそうそう近辺に現れることもなく、平穏な生活を送っていたが、ルーデリンの父親は変わり者だった。穢れがどのようにして発生し、
時に死者をアンデッドに変異せしめるのか。父と父の部屋だけが、緑溢れる田舎の異質だった。
不気味がる周囲と違ったのはルーデリンとルーデリンの母ぐらいだった。ルーデリンは父が語り聞かせてくれる「不思議」に惹かれていた。
あらゆる角度から、発想から、不思議を解き明かそうと考える。構築する。説を造り出す。
この流れが面白い。
同世代の友人には恵まれなかったが、ルーデリンには両親から贈られたぬいぐるみがあった。ぬいぐるみを含めれば、話し相手には困らなか
ったのである。
ルーデリンが成人を迎える時分に簡単な操霊術を習得。一度は各地を冒険するのも視野に入れていた頃に、父が亡くなったはずのルーデリン
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